
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
腹側の両側縁部と背側の両側縁部とがそれぞれ接合され、ウエスト開口部および左右一対
のレッグ開口部が形成された、パンツ型使い捨て紙おむつにおいて、
　最外面と最内面のウエスト部とのうち少なくとも一方が；
　太さが４ｄｔｅｘ以下のＰＥ／ＰＥＴ繊維を 重量％および太さが４ｄｔｅｘ
以下のＰＥ／ＰＰ繊維を 重量％混合状態で含み、

おむつ縦方向となるＣＤ方向の強
度が０．６ｋｇ／２５ｍｍ以上の単層エアスルー不織布シートにより形成された、
　ことを特徴とするパンツ型使い捨て紙おむつ。
【請求項２】
前記ウエスト部の縦方向幅が３０～７０ｍｍである、請求項１記載のパンツ型使い捨て紙
おむつ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、腹側の両側縁部と背側の両側縁部とがそれぞれ接合され、ウエスト開口部お
よび左右一対のレッグ開口部が形成されたパンツ型の、ベビー用または成人用の、使い捨
て紙おむつに関する。
【０００２】
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【従来の技術】
　従来のパンツ型使い捨て紙おむつにおける最外面と最内面のウエスト部は、一般に、ポ
リプロピレン繊維を用いてスパンボンド法により製造されたＰＰスパンボンド不織布によ
り形成されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、従来の最外面シート不織布は使用時での強度を重視するあまり、木綿の
下着と比べると柔らかさが不足しており、肌触りが悪く、下着とはかけ離れた装着感を有
していた。
【０００４】
　また特に最内面のウエスト部は装着者の肌に押しけられるにもかかわらず、従来はここ
に比較的硬いＰＰスパンボンド不織布が用いられていたため、装着者に不快感を与えてい
た。
【０００５】
　したがって、本発明の主たる課題は、木綿の下着の柔らかさに近い良好な装着感を有す
るパンツタイプ使い捨て紙おむつを提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決した本発明は次記のとおりである。
　＜請求項１記載の発明＞
　腹側の両側縁部と背側の両側縁部とがそれぞれ接合され、ウエスト開口部および左右一
対のレッグ開口部が形成された、パンツ型使い捨て紙おむつにおいて、
　最外面と最内面のウエスト部とのうち少なくとも一方が；
　太さが４ｄｔｅｘ以下のＰＥ／ＰＥＴ繊維を 重量％および太さが４ｄｔｅｘ
以下のＰＥ／ＰＰ繊維を 重量％混合状態で含み、

おむつ縦方向となるＣＤ方向の強
度が０．６ｋｇ／２５ｍｍ以上の単層エアスルー不織布シートにより形成された、
　ことを特徴とするパンツ型使い捨て紙おむつ。
【０００７】
　（作用効果）
　かかるエアスルー不織布シートは、実使用上の十分な強度を備えながらも非常に柔らか
いため、これを用い部位の肌触りが柔らかく、木綿下着に近い装着感が得られるようにな
る。なお、いうまでもないが、ＰＥはポリエチレン、ＰＥＴはポリエチレンテレフタレー
ト、ＰＰはポリプロピレンをそれぞれ意味する（以下同じ）。
【０００８】
　また、周知のように、エアスルー不織布シートの原反は長手方向（ＭＤ方向）に沿う繊
維配向を有しており、これを通常の紙おむつ製造ラインに供給した場合、エアスルー不織
布シートの繊維配向方向がおむつ幅方向に沿うことになる。エアスルー不織布シートは繊
維配向方向の強度は比較的に高いものの、これと直交するＣＤ方向の強度は比較的に低い
。また不織布シートは、一般に柔軟性を向上させると強度が低下する。よって、柔軟性の
高いエアスルー不織布シートは、パンツ型紙おむつの最外面シートとして用いると、おむ
つの着脱に際しておむつ外面を掴み引き上げ又は引き下げたときに、最外面シートにかか
るＣＤ方向の力により、最外面シートが破断してしまうおそれがある。
【０００９】
　しかるに、本発明のエアスルー不織布は、ＰＥ／ＰＰ繊維を混合することで更に柔軟性
が向上するとともに、使用上において破断しないＣＤ方向強度を有するようになるため、
これを用いることによって、柔軟性と強度という相反する特性がともに向上したパンツタ
イプ紙おむつとなる。なお、いうまでもないが、ＰＰはポリプロピレンを意味する（以下
同じ）。
【００１０】
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　＜請求項２記載の発明＞
　前記ウエスト部の縦方向幅が３０～７０ｍｍである、請求項１記載のパンツ型使い捨て
紙おむつ。
【００１１】
　（作用効果）
　本発明のウエスト部としては、かかる程度の縦方向幅を有していることにより、装着者
がウエスト部の柔らかさを十分に感じることができるようになる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明を図面に示す実施の形態によってさらに詳説する。
　＜本発明が対象とするパンツ型紙おむつの例＞
　図１はパンツ型おむつ例の展開状態を示し、図２は図１の II－ II線矢視図、図３は図１
の III－ III線矢視図、図４は製品の斜視図である。ここに、図１を用いておむつ各部名称
の意味について説明すると、先ず、「縦方向」とは、腹側と背側を結ぶ方向を意味し、「
周方向」とは前記縦方向と直交する方向（または製品幅方向）を意味する。図４に示すと
おり、「ウエスト開口縁」とはウエスト開口部ＷＯの縁を意味し、「レッグ開口縁」とは
レッグ開口部ＬＯの縁を意味する。「レッグ開口始端」とはレッグ開口部ＬＯのレッグ開
口縁と接合部３０と交差する位置を意味し、レッグ開口縁の始まり個所の意味である。「
胴周り領域」Ｔとは、ウエスト開口縁からレッグ開口始端に至る長さ範囲の全体領域を意
味する。胴周り領域Ｔは、概念的に「ウエスト部」Ｗと「腰下部」Ｕとに分けることがで
きる。これらの縦方向の長さは、製品のサイズによって異なるが、ウエスト部Ｗは３０～
７０ｍｍ、腰下部Ｕは４５～２２０ｍｍである。「股部領域」Ｌとは、レッグ開口部を形
成する範囲、すなわち前身頃側のレッグ開口始端から後身頃側のレッグ開口始端に至る長
さ範囲の全体領域を意味する。また、「中央部」とは、製品の中央線を含む側部を除く中
間領域を意味する。「脇部」とは、胴周り領域Ｔにおける両側部を意味する。
【００１３】
　次に構造について説明すると、本例の紙おむつは、おむつ外形をなす最外面シート５と
、この最外面シート５の内面にウエスト部Ｗを除く部分を覆うように固定された押えシー
ト１０と、この押えシート６の内面に固定され、おむつ幅方向中央において股間部４を中
心として前後方向に延在する吸収体ＡＢと、吸収体ＡＢの前端部および後端部のそれぞれ
からウエスト部Ｗまで且つ外形に沿う幅で延在する前後漏れ防止シート１１と、を主体と
して構成されている。
【００１４】
　また特に本例では、最外面シート５の背側および腹側がウエスト開口部ＷＯにおいてお
むつ最内面にそれぞれ折り返され、その折り返し部分５ｉが漏れ防止シートのウエスト部
Ｗの上面に固定されている。この折り返し内面部分５ｉは最内面のウエスト部Ｗを構成す
るものであり、その縦方向幅は３０～７０ｍｍとするのが望ましい。
【００１５】
　また、良く知られているように使い捨て紙おむつにおいては、体へのフィット性を高め
るために、適所に糸ゴム等の弾性伸縮部材が配置固定される。本例では図３にも示すよう
に、ウエスト部Ｗにおいては、最外面シート５における外面部分と折り返し内面部分５ｉ
との間、ならびに最外面シート５の外面部分と漏れ防止シート６との間に、５～１０本程
度のウエスト伸縮部材８が縦方向に１～１０ｍｍ程度の間隔をおいて周方向に沿って伸張
下に配置固定されている。また、腰下部Ｕにおいては、胴周りのフィット性を高め尿の前
後漏れを防止するために、最外面シート５と押えシート６との間に、周方向に沿って５～
１５本程度の腰下部伸縮部材７が縦方向に５～１５ｍｍ程度の間隔をおいて周方向に沿っ
て伸張下に配置固定されている。さらに、脚周りのフィット性を高めるために、腹側およ
び背側のそれぞれにおいて一方側の側縁接合部３０から脚周りを通り、股間部４を通り、
他方側の脚周りを通り他方側の側縁接合部３０まで延在する３～５本程度の脚周り伸縮部
材９が、側縁接合部３０および股間部４においては間隔をあけずに且つ脚周り部において
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は３～５ｍｍの間隔をあけて、最外面シート５と押えシート６との間に配置固定されてい
る。
【００１６】
　なお、以上に説明したシート相互の固定ならびにシートに対する伸縮部材の固定は、ホ
ットメルト接着剤等の接着剤を用いて行うことができる。
【００１７】
　他方、吸収体ＡＢは、図２及び図３に示すように、たとえば、不織布などからなり着用
者の肌に直接触れる透液性トップシート１と、ポリエチレンなどのプラスチックフィルム
や撥水処理を施した不織布からなる不透液性バックシート２との間に、綿状パルプを主体
とする吸収コア３を必要によりこれを吸収紙３Ａ，３Ｂで包み、周縁部分を例えばホット
メルト接着剤などにより接着して一体化したものとして形成することができる。
【００１８】
　さらに本例では、図２にも示すように、かかる吸収体ＡＢの両側部には脚周りバリヤー
カフス２０，２０が設けられている。このバリヤーカフス２０は、折り返して二重にした
バリヤーシート２１から構成されており、バリヤーシート２１の内側面の基端部がバック
シート２にホットメルト接着剤により固定されている。
【００１９】
　バリヤーシート２１の折り返し自由縁部の近傍には、帯状ゴムや糸状ゴムなどからなる
単数又は複数の先端部伸縮部材２２が伸長下でホットメルト接着剤などにより固定されて
いる。また図示のようにバリヤーカフス２０は起立する自由部のほぼ中央において先端側
が外側に折り返されて外向き部が形成されており、この折り返しがなされていない内向き
の基端部側（根元側）に単数又は複数の基端部伸縮部材２２Ａが伸長下でホットメルト接
着剤などにより固定されている。
【００２０】
　さらに本例では、この種のパンツ型使い捨て紙おむつにおいて良く見るように、後身頃
の腰下部外面には、使用後に紙おむつを丸めた状態で止着するための後処理テープ７０が
取り付けられている。
【００２１】
　このような構成で、図１に示す展開状態のおむつ半製品を製造した後の製造工程の最終
段階で、前身頃Ｆと後身頃Ｂとの両側縁部の長手方向全体を超音波シールや熱溶融などの
繊維溶着手段により接合する（この接合部を符号３０としてある）ことにより、図４に示
されているようにウエスト開口部ＷＯおよび左右一対のレッグ開口部ＬＯが形成される。
【００２２】
　＜本発明の特徴構成＞
　さて、以上に説明したようなパンツ型紙おむつ例において本発明を適用する場合、最外
面シート５（折り返し部分５ｉを含む）として、ＰＥ／ＰＥＴ繊維を３０重量％以上含有
するエアスルー不織布シートを用いる。これに対して、押えシート６および前後漏れ防止
シート１１としては、同種の又は繊維種の異なるエアスルー不織布を用いることもできる
が、スパンボンド不織布等を用いるのが望ましい。
【００２３】
　本発明のエアスルー不織布シートの厚さは０．４～０．８ｍｍ 、密度は０．０２
～０．０５ｇ／ｃｍ 3 坪量としては、１５～４５ｇ／
ｍ 2が好ましい。
【００２４】
　かかる不織布は、後述の実施例からも明らかなように、非常に柔らかく、肌触りが木綿
下着に近いものであり、これを前述のパンツ型紙おむつ例における最外面シート５として
使用することによって、おむつ最外面全体と最内面のウエスト部Ｗとの両方が、肌触りが
非常に柔らかい一枚の本発明のエアスルー不織布シートにより形成されたものとなる。
【００２５】
　特に、本発明では、より柔軟でかつ使用上において破断しない強度をもたしめるために
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、太さが４ｄｔｅｘ以下のＰＥ／ＰＥＴ繊維を６０～９０重量％および太さが４ｄｔｅｘ
以下のＰＥ／ＰＰ繊維を４０～１０重量％混合状態で含み、おむつ縦方向となるＣＤ方向
の強度が０．６ｋｇ／２５ｍｍ以上の単層エアスルー不織布シートを用いる。この場合、
特に好適な繊維配合は、ＰＥ／ＰＥＴ繊維が７５～８５重量％およびＰＥ／ＰＰ繊維が２
５～１５重量％である。
【００２６】
　かかる繊維混合タイプの単層エアスルー不織布シートは、後述の実施例からも明らかな
とおり、優れた柔軟性と高い強度とを兼ね備えている。よって、これを最外面シート５と
して用いた場合、最内面のウエスト部Ｗおよび最外面が木綿下着に近い柔らかな肌触りと
なるだけでなく、強度も高いので、おむつの着脱に際しておむつ外面を掴み引き上げ又は
引き下げたときに最外面シート５が破断してしまうおそれが少なくなる。
【００２７】
　ここに、本発明にいう最外面シートのＣＤ方向の強度は、製造した最外面シートから、
おむつ周方向となるＭＤ方向の幅が２５ｍｍ且つおむつ縦方向となるＣＤ方向の長さが８
０ｍｍの長方形試験片を切り取り、この試験片をＣＤ方向が引張方向となるように引張試
験機にセットする。この際、幅１５ｍｍの上下各端部を引張試験機の上下チャックにそれ
ぞれ挟み固定する。また試験機の作動条件を、クロスヘッドスピード５００ｍｍ／ｍｉｎ
、チャック間距離５０ｍｍにセットする。しかる後、引張試験機を作動させてシート破断
まで測定を行い、その結果得られるチャートから破断点を読み取り、これを最外面シート
におけるおむつ縦方向となるＣＤ方向の強度とする（後述のおむつ縦方向強度測定試験参
照）。
【００２８】
　他方、本発明は、上述のような最外面シート５の折り返し構造以外のパンツタイプ使い
捨て紙おむつにも適用できる。例えば、図示しないが、最外面シート５をおむつ内面側に
折り返さずにウエスト開口部ＷＯまでとするとともに、最内面のウエスト部Ｗには別体の
不織布シートを固定するか、あるいは漏れ防止シート１１をウエスト開口部ＷＯまで延在
させた構成とすることができる。これによって、最外面のみ、最外面と最内面のウエスト
部Ｗとの両方、最内面のウエスト部Ｗのみを本発明のエアスルー不織布シートにより形成
することができる。
【００２９】
【実施例】
　以下、実施例を示して本発明の効果を明らかにする。
【００３０】
　表１に示すように各種不織布からなる最外面シートを製造して、最外面シートの強度測
定試験を行うとともに、前述例のパンツタイプ紙おむつを製造し、縦方向強度測定試験お
よび最外面の柔軟性の官能評価をそれぞれ行った。
【００３１】
　なお、パンツタイプ紙おむつの（腰下部の）縦方向強度測定試験は、図５に示すように
行った。すなわち、（Ａ）先ずウエスト開口端Ｗｅから縦方向に長さ８０ｍｍ及び周方向
に幅５０ｍｍの長方形範囲を試験片ＴＳとして切り取る。（Ｂ）次いで、この試験片ＴＳ
を引張試験機にセットする。この際、幅１５ｍｍの上下各端部ｅ１，ｅ２を図示しない引
張試験機の上下チャックにそれぞれ挟み固定する。また試験機の作動条件を、クロスヘッ
ドスピード５００ｍｍ／ｍｉｎ、チャック間距離５０ｍｍにセットする。しかる後、引張
試験機を作動させてシート破断まで測定を行い、その結果得られるチャートから破断点を
読み取り、これをおむつの縦方向強度とする。
【００３２】
【表１】
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【００３３】
　同表からも明らかなように、ＰＥ／ＰＥＴ繊維を３０重量％以上含有する実施例１～４
においては最外面シートにおいて十分な柔軟性が確保されている。また特に本発明に該当
する実施例においては、おむつ縦方向となるＣＤ方向の強度が０．６ｋｇ／２５ｍｍ以上
であり、高い柔軟性を維持しながらも製品状態においても十分な縦方向強度が確保されて
いる。これに対して、本発明には該当しない比較例３は、良好な柔軟性を有するものの、
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不織布シート自体および製品状態の縦方向強度が不足しており、おむつ着脱時における破
断のおそれがある。
【００３４】
【発明の効果】
　以上のとおり、本発明によれば、木綿の下着の柔らかさに近い良好な装着感を有するパ
ンツタイプ使い捨て紙おむつとなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　パンツ型使い捨て紙おむつ例の内面側展開図である。
【図２】　図１の II－ II線矢視図である。
【図３】　図１の III－ III線矢視図である。
【図４】　パンツ型使い捨て紙おむつ例の正面斜視図である。
【図５】　縦方向強度測定試験の試験要領を概略的に示す図である。
【符号の説明】
ＡＢ…吸収体、Ｆ…前身頃、Ｂ…後身頃、ＷＯ…ウエスト開口部、ＬＯ…レッグ開口部、
１…透液性トップシート、２…不透液性バックシート、３…吸収コア、５…最外面シート
、５ｉ…折り返し部分、６…押えシート、７…腰下部伸縮部材、８…ウエスト伸縮部材、
９…脚周り伸縮部材、１１…漏れ防止シート、２０…バリヤーカフス、２１…バリヤーシ
ート、２６…背漏れガード部、３０…側縁接合部、７０…後処理テープ。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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